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担当課番号案内の
�
田 
�
保 の表記は 

�
田 …田無庁舎（南町５～６～１３）

�
保 …保谷庁舎（中町１～５～１）を表します

　

新
市
建
設
計
画
は
、
合
併
前
に
設
立
さ

れ
た
法
定
の
合
併
協
議
会
で
あ
る
「
田
無

市
・
保
谷
市
合
併
協
議
会
」
に
よ
っ
て
作

成
さ
れ
、
平
成　

年
度
〜　

年
度
の　

か

１３

２２

１０

年
を
計
画
期
間
と
す
る
も
の
で
、
平
成　
１４

年
度
末
で
２
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

　

こ
の
新
市
建
設
計
画
に
掲
げ
ら
れ
た　
５３

の
事
業
の
う
ち
、
平
成　

年
度
ま
で
に　

１４

４２

の
事
業
が
実
施
済
ま
た
は
実
施
に
向
け
て

一
部
着
手
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、

新
市
建
設
計
画
に
掲
げ
ら
れ
た
各
分
野
の

事
業
を
計
画
的
か
つ
確
実
に
実
施
し
て
い

き
ま
す
。

　

な
お
、
平
成　

年
度
に
お
け
る
新
市
建

１４

設
計
画
事
業
の
主
な
実
施
状
況
は
表
の

と
お
り
で
す
。

�
■
合
併
に
よ
る
経
費
削
減
効
果

　

新
市
建
設
計
画
の
各
種
事
業
の
着
実

な
実
行
お
よ
び
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

を
進
め
る
た
め
、
健
全
で
安
定
し
た
行
財

平
成　

年
度
に
お
け
る
合
併
効
果

14

政
運
営
に
心
が
け
、
引
き
続
き
行
財
政
改

革
に
も
力
を
注
い
で
い
く
こ
と
が
必
要

で
す
。

　

合
併
年
度
で
あ
る
平
成　

年
度
決
算

１２

と
平
成　

年
度
決
算
と
を
比
較
し
た
合

１４

併
に
よ
る
経
費
削
減
効
果
を
見
る
と
、一

般
職
・
特
別
職
の
職
員
人
件
費
、市
議
会

議
員
の
報
酬
、消
防
事
務
事
業（
東
京
都
へ

委
託
）等
に
よ
る
削
減
効
果
は
、約
９
億
７

千
万
円
と
な
っ
て
お
り
、こ
れ
ら
の
貴
重

な
財
源
を
有
効
に
活
用
し
、市
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

■
合
併
に
伴
う
国
・
東
京
都
か
ら
の
財
政

支
援

　

合
併
以
降
、
国
お
よ
び
東
京
都
か
ら
合

併
に
伴
う
財
政
支
援
措
置
を
受
け
て
い

ま
す
。
そ
の
具
体
的
な
内
容
と
し
て
は
、

国
庫
支
出
金
が
３
億
４
千
万
円
、
都
支
出

金
が
約
７
千
万
円
、
普
通
交
付
税
（
※
合

併
算
定
替
に
よ
る
影
響
額
）
が
約　

億
１６

円
、
特
別
交
付
税
が
約
３
億
２
千
万
円
、

合
併
特
例
債
が
約　

億
４
千
万
円
と
な

３９

り
、
財
政
支
援
措
置
額
の
合
計
で
は
約　
６２

億
８
千
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
貴
重
な
財
源
を
有
効
に
活
用
し
、
新
た

な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

※
合
併
算
定
替
…
普
通
交
付
税
の
算
定
の

特
例
。
合
併
し
た
市
町
村
に
対
し
て
、
合

併
後　

年
間
は
、
合
併
し
な
か
っ
た
も
の

１０

と
し
て
計
算
し
た
額
（
両
市
の
合
算
）
が

国
か
ら
交
付
さ
れ
る
財
政
措
置
の
こ
と
。

　平成14年度は、本市を取り巻く厳しい社会経済情勢等
を踏まえ、効率的・効果的な行財政運営に努めることによ
り、経費の削減効果を生み出す一方、新市建設計画の着実
な実行により、市民サービスの向上に努めてきました。
　今号では、平成14年度の決算に基づき新市建設計画の
実施状況をお知らせするとともに、合併によってどのよう
な効果が生まれているのか、その概要をお知らせします。
◆企画課（�田 �内線１１２１）

実　施　状　況事業費事業名

平成１３年度に開設した精神障害者グループホーム
を引き続き運営するとともに、痴呆性高齢者の需
要に応え、安定した痴呆のケアを図るため、市内初
の痴呆性高齢者グループホームを開設しました。

2,465万円痴呆性高齢者等グル
ープホームの整備

保谷駅南口にエスカレーター（車いす対応型）を
設置し、高齢者・障害者等の快適で安全な移動ル
ートを確保しました。

4,800万円
保谷駅へのエレベー
ター、エスカレータ
ー、自由通路の設置

公園用地の約3分の1にあたる１万5,700平方�
を購入する一方、実施設計等を行いました。

３１億8,449万
円

（仮称）合併記念公園
の整備

保谷第一小・東伏見小・東小・柳沢中３億2,009万
円

小・中学校体育館大規
模改造事業

芝久保小・谷戸第ニ小１億４,１４１万円小学校耐震補強事業

良質な教育環境の確保・地域開放型の学校建設を
目的としたけやき小の建設工事を開始しました。１１億３,３３０万円けやき小学校建設事

業

保谷駅北口の駅前広場・アクセス道路の一部区間につ
いて、15年度供用開始に向けて整備しました。８億４,９０２万円都市計画道路の整備

（保3・4・12号線）

生活環境の向上を図るため、平成１５年度の工事実
施に向けて道路用地750平方�を購入しました。２億４,０５８万円市道の整備（市道た第

７７号線）

公共交通空白地域の利便性向上のため、4路線運
行しています。フォローアップ調査によれば、は
なバスの運行により、外出機会が増えたとの回答
があり、市民の足として定着しつつあります。

１億５,４１６万円コミュニティバスの
運行（はなバス）

より一層の権利者合意を目指して、再開発区域隣
接地に仮設事務所を設置するとともに、早期に事
業計画決定取得に向けて取り組みました。

１億４,４１６万円保谷駅南口地区市街
地再開発事業

2階市民ロビーの拡張とともに1階から2階市民
ロビーへ通じるエスカレーターの設置等を行い、
市民の憩いのスペースとして利用されています。

２億１０８万円田無庁舎・敷地整備事
業

情報通信技術を活用し、公共施設予約システム、
図書予約システム、各種証明書等自動交付機の設
置、ホームページの充実等の整備を進め、地域情
報化の推進を図ることで、市民の皆さんの利便性
向上に努めました

4億4,016万
円地域情報化の推進

平成１５年１月に開館し、市民の皆さんの自主的な
活動を通して、よりよい地域づくりを目指す市民
交流施設です。各種交流、学習・文化活動に利用
されています。

7,206万円（仮称）上向台地区会
館の建設

2億3,559万
円

（仮称）東伏見コミュニ
ティセンターの建設

　

男
女
平
等
参
画
推
進
委
員
会
で
は
、
男
女
平
等
推
進
計
画
の
策
定
に
向
け
、
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。　

こ
の
た
び
、
計

画
の
素
案
が
ま
と
ま
っ
た
の
で
、
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ま
た
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
広
く
お
聞
き
す
る
た
め
、
公
聴

会
を
開
催
し
ま
す
。

　

な
お
、
素
案
の
全
文
は
、
両
庁
舎
の
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、
図
書
館
・
公
民
館
、
出
張
所
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

◆
生
活
文
化
課
（�
　

・
０
０
５
５
）
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新
市
建
設
計
画
の
実
施
状
況

障害者基本計画（案）
市民説明会を開催します

新市建設計画の実施状況、新市建設計画の実施状況、
合併効果の概要合併効果の概要

平成１４年度決算における

　

男
女
平
等
参
画
推
進
委
員
会
で
は
、
男
女
平
等
推
進
計
画
の
素

案
を
作
成
し
ま
し
た
。
計
画
の
構
成
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

■
総
論

Ⅰ
計
画
を
策
定
す
る
に
あ
た
っ
て　

Ⅱ
計
画
の
基
本
的
考
え
方　

Ⅲ
計
画
の
概
要　

Ⅳ
計
画
の
体
系

■
各
論
（
６
項
目
）
※
下
表
参
照

■
基
本
理
念　

◎
私
た
ち
は
、
男
女
が
性
別
に
よ
り
差
別
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
人

権
を
尊
重
す
る
社
会
を
目
指
し
ま
す
。

◎
私
た
ち
は
、自
ら
の
意
思
と
責
任
に
よ
り
、多
様
な
生
き
方
の
中

か
ら
自
分
ら
し
い
生
き
方
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
を
目

指
し
ま
す
。

◎
私
た
ち
は
、
子
育
て
や
介
護
、
そ
の
他
家
庭
生
活
に
、
男
女
が

対
等
な
立
場
で
参
画
し
、共
に
責
任
を
担
う
社
会
を
目
指
し
ま
す
。

◎
私
た
ち
は
、仕
事
や
地
域
活
動
な
ど
の
社
会
生
活
に
、男
女
が
対

等
な
立
場
で
参
画
し
、責
任
を
分
か
ち
合
う
社
会
を
目
指
し
ま
す
。

��������	
�������
�
�

一
人
ひ
と
り
が
自
分
ら
し
く
い
き
い
き
と
個
性
と
能
力
を
発

揮
で
き
る
社
会
を
目
指
す

西
東
京
市
男
女
平
等
参
画
推
進
計
画

西
東
京
市
男
女
平
等
参
画
推
進
計
画（
素
案
）

（
素
案
）に
対
す
る

に
対
す
る

皆
さ
ん
の
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

皆
さ
ん
の
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

取り組みと方向性取り組みの領域

①男女平等社会の意識づくり
②家庭・地域・学校における男女平等教育・学習の推進

学びで身につけ
る男女平等

①家庭における男女平等参画の促進
②子育て社会への社会的支援の充実
③介護への社会的支援の充実

家庭生活を豊か
にする男女平等

①就労の場への女性の参画促進
②男女ともに家族的責任と両立できる就業環境づくり

職場で実践する
男女平等

①政策・方針決定の場への女性の参画促進
②地域活動への男女平等参画促進

まちづくりをす
すめる男女平等

①相談体制の充実と支援
②女性をとりまくあらゆる暴力への対応
③性と生殖に関する健康支援
④援助を必要とするひとり親家庭等への支援

人権を守る男女
平等

①庁内推進体制の整備
②庁内の男女平等の推進
③計画の進行管理
④男女平等参画社会の実現を目指す拠点の整備

計画を着実にす
すめる推進体制

＝
市
民
の
意
見
を
聞
く
会
を
開
催
し
ま
す
＝

　

男
女
平
等
参
画
推
進
計
画
の
素
案
（
基
本
理

念
、
取
り
組
み
の
視
点
・
領
域
・
方
向
性
）
を

お
知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
、
素
案
に
対
し
て
広

く
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞
き
す
る
た

め
、「
市
民
の
意
見
を
聞
く
会
」
を
開
催
し
ま
す

（
手
話
通
訳
あ
り
）。

■
意
見
を
聞
く
会

▽
と
き
・
と
こ
ろ　

①　

月　

日
（
水
）
午
後

１２

１０

７
時
〜
９
時
田
無
庁
舎
２
階　

・　

会
議
室　

２０２

２０３

②　

月　

日
（
土
）
午
後
２
時
〜
４
時　

保
谷

１２

１３

庁
舎
４
階
研
修
室

▽
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方
、
市

内
に
事
業
所
を
有
す
る
法
人
等

※
素
案
の
全
文
は
、
当
日
会
場
で
配
布

▽
託
児　

希
望
者
は
、①　

日（
先
着
6
人
）…

10

８
日（
月
）ま
で
に
、
②　

日（
先
着　

人
）…　

１３

15

１０

日（
水
）ま
で
に
電
話
で
申
し
込
み

　

障
害
者
基
本
計
画
（
案
）
に
つ
い
て
、
市
民
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
と
き
・
と
こ
ろ　
　

月　

日（
水
）

１２

１７

①
午
前　

時　

分
〜　

時　

分
・
田
無
庁
舎
５
階　

会
議

10

30

１１

30

503

室　

②
午
後
２
時
〜
３
時
・
田
無
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

視
聴
覚
室　

③
午
後
７
時
〜
８
時
・
防
災
セ
ン
タ
ー
６
階
講

座
室
２

　

な
お
、
計
画
（
案
）
に
対
す
る
意
見
募
集
を
パ
プ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
に
よ
り
行
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、　

月　

日

12

15

号
の
市
報
に
掲
載
し
ま
す
。

◆
障
害
福
祉
課
（
�保
 
�
内
線　

）
２３４３


